
時　間 内　　　容
10：00～
10：25 受 付

10：30 開 会
10：35～
12：10

講 演　「すべての子どもに体験の機会を
　　　～体験格差の課題と解消に向けた取り組み～」
講 師　公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン
　　 　代表理事　今井 悠介 氏

13：30～
15：00

パネルディスカッション
「地域の体験活動が支える家庭教育」

パネラー
公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 代表理事　今

いま
井
い

 悠
ゆう

介
すけ

 氏

モデレーター

　
　　　　　　

15：00 閉 会
※会場内では、家庭教育支援の取組や活動に係るパネル展示、家庭教育相談窓口の紹介等を行います。

 あおもり
あおもり家庭教育支援総合事業

令和７年度

令和７年
10：30～15：00
アピオあおもり イベントホール
（青森市中央3丁目17-1）10月26日日

主催  青森県教育委員会

本イベントは「令和７年度あおもり県民カレッジ東青地区地
域キャンパス講座（青森市）」の単位認定講座です。
「講演」及び「パネルディスカッション」への参加で３単位

「講演」及び「パネルディスカッション」への参加で３単位

子どもたちの豊かな体験機会を保障していくために地域社会で何ができる
のか、『体験格差』著者の今井悠介氏や、県内の家庭教育支援の第一線で 
活躍されているパネラーと一緒に考えてみませんか？

プロフィール �
学生時代、NPO法人ブレーンヒューマニ
ティーで不登校の子どもの支援や体験活
動に携わる。公文教育研究会を経て、東
日本大震災を契機に2011年チャンス・
フォー・チルドレン設
立。8000人以上の生
活困窮家庭の子どもの
学びを支援。2022年
より体験格差解消を目
指し「子どもの体験奨
学金事業」を立ち上げ、
全国展開。著書に『体
験格差』（講談社現代
新書）がある。 体験格差

講談社現代新書

日程・内容

対　象

申込方法

家庭教育・子育てに興味関心のある方、親子、保護者
及び家族などどなたでも

（定員：来場100名、オンライン（Zoom）100名）
※ 講演及びパネルディスカッションの様子は、後日オンデマンド

で限定配信します。

青森県教育庁生涯学習課地域連携推進グループ
〒030-8540 青森市長島一丁目1-1　TEL 017-734-9890　FAX 017-734-8272　Mail：E-SHOGAI@pref.aomori.lg.jp

申込用ＵＲＬ又は二次元コードからお申込
https://forms.gle/Kket3fWVwEkxMA2n8

申込締切：令和７年10月17日

参加費
無料

問合せ先

いまい ゆうすけ

今 井 悠 介

青森県PTA連合会
会長　棟

むな

方
かた

 丈
たけ

博
ひろ

 氏

教育ライター／
㈱レゾンクリエイト執行役員
佐
さ

藤
とう

　智
とも

 氏

五戸町家庭教育支援チーム
五戸町家庭教育応援隊

代表　小
こ

宮
みや

　香
かおり

 氏

一般社団法人ミライク
代表理事　下

しも

山
やま

  翔
しょう

大
だい

 氏



あおもり家庭教育応援フォーラム参加申込書

FAXでお申し込みの場合は、このまま送信してください。（鑑不要）
FAX 017-734-8272

氏　名（ふりがな） 役職 参加方法
（いずれかに〇） 電話番号・メールアドレス 居住市町村

（　� ） 会場
オンライン
オンデマンド

（� ） 会場
オンライン
オンデマンド

（� ） 会場
オンライン
オンデマンド

※�定員に達し、参加希望に沿えない場合は、その旨ご連絡します。
※オンライン、オンデマンド参加の方には、ご記入いただいたメールアドレスに後日、参加ＩＤ等を送信します。

P P

P

県庁
●

長島地下
駐車場

柳町
駐車場

アピオ
駐車場

アピオ
あおもり

●
青森市役所

●

国道４号線

中
央
大
橋 八

甲
田
大
橋
↓

観
光
通
り

至浅虫至弘前

ハローワーク●

NTTドコモ●
ファミリー　

マート●

●浦町小学校

●ポリテク
　センター

県民福祉
プラザ
●

青森市総合●
福祉センター

●働く
女性の家

●NTT

青い森鉄道

●記載された情報は、当イベント運営の目的以外に使用しません。
●撮影・録画・録音はご遠慮ください。
●当イベントの記録・広報の目的で写真を撮影することがあります。あらかじめご了承ください。
●昼食は各自でご準備ください。（飲食スペースを準備しています。）

記入者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属�

そ の 他

会 場 図


